
人工知能の基礎技術の一つである
機械学習の研究をしています
機械学習に現れる、離散的な構造
（グラフや特徴量の組合せなど）と
連続的な構造（学習モデルのパラ
メータ空間など）に着目した研究を
すすめています
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どんな研究？

離散構造を持つ空間上の確率分布と学習の情報幾何学的な解釈

テンソル分解に対する応用例

何がわかる？

人工知能の数理的なしくみとは？
機械学習に潜む離散構造と情報幾何学

杉山 麿人（国立情報学研究所　情報学プリンシプル研究系）

人工知能がどういうしくみで動いて
いるのか、理解が進みます
データの背後にある現象について、
機械学習を通した分析ができます
人工知能をより制御することが
できるようになります
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p: Probability
θ: Parameters of BM

η(            ) = p(            ) + p(                 ){     ,     } {     ,     } {     ,     ,     }

η: 頻度
p: 確率
θ: ボルツマンマシン
　のパラメータ
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一様分布

経験分布

θへの制約がモデル、ηへの制約がデータ
両方の成約を同時に満たす
分布Qが、「学習」によって
得られる分布
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確率分布をベクトルとして表示：•

テンソルへ
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